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オサムシと穂する甲虫は肉食鋤仲間で野外遷いうjか自然状擢で出会うことはわ

りと少ない様に思われる。筆者の経験では春先道路上を忙しく横断するのに出会

うがそのような機会は比較的少ない。一鯵?<見量れるのは道路の縄購奮落葉な
どがつもっているような所では落葉をのけてやると結構その下にL､はいる。
やはり何処の側溝でもと云うわけではないようではあるが、 そこでこのオサム

シを採集するのにトラップをかける方法がある。 トラップに使うエサは黒砂糖に

水を加えてトロリトロリとにて酢塗加えよ－くかきまぜて火から下してさらに黒

ビール:才｛園－チュウを加えてかきまぜてこしらえる｡空カンをそ＠回が地面と
平らになるように埋め込みその中に先程のエサを入れておく。前の晩に設置して

翌朝その空カンを見てまわる。ただこの方法ではかなり良い場所でないとオサム

シが入ってくれ瀞d""0個トラジラを設置して数匹採集とし､ったひどい報告を
耳にする｡大変な勢力の割には鼬､結果癖得られな‘鳴合が意外と多いようでオ
サムシ採集とゆうの職大変葱悪醗と重努動が必要となうてくる｡『そこでオサムシ

が成虫越冬をまるといゅたこ｡とから越冬しているオサムシを堀り出して採集する

とゆう方法がとられるようになった。 ？■ ”■

この冬季オサムシを堀切出して採集する方法はどうも関西地方が発祥の地のよ

うであり福貴正三氏ﾘﾆよると昭和s年(19a3)箕面山麓の新稲村へでかけたのが始

めてであるとあるようにその頃戸澤信義氏を中心とした関西の熱心な愛妊者の方々
が箕面から南の方に調査を拡げ岩湧山とか金薗ﾘ山､葛城山などの地域に採集をさ
れたようである化のことは福貴正三氏が“オサムシ採集の思い出上．下、虫
界速報第26,27号,:1952"として詳しく説明しておられる） ｡ ゞ
当時は戸沢信義氏が「関西昆虫雑誌」上に“歩行虫の智蔵”を発表になって大

いにオサムシの関心を高められたものである（この記事の中味の一部について最

近黒沢良彦博士の批判庭鵡発表になったりしている.甲虫ニュース‘,胸う:81§1988）

兵庫県下で始めてのオサムシ堀りということになるとどうやら米谷正司氏あた

りが始めてではないかと考えられる(1902年には大上宇一氏の播磨産のオサムシ

の記録というのがあるが掘司て採集したと思はれるような解説は見当たらなかつ
‐． ： ’ ､if : ､ ‘、 、

た） 。
． ： ・ ，～ ‘ -､垣 ， ‐ ． 、

1939年当蒔日本のアマチュア昆虫同好者の指導的、中心的組織『昆虫趣味の会」

l)・兵庫県甲虫相資料
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の神戸支部で第1回採集会としで同年1月15圖当王叫令，太阪谷蕪現神原市東灘区

一王山町）へ採集に出掛けた’6℃これが恐らく：記録に残っでいる県調での始め,での

オサムシ掘りの記録になるか詮｜思う｡当日は関:ｼ掻穀支部長§.-米谷正司幹事罰横

野氏と筆者の4名の出席で筆者にどうてば生れ篭始め篭鰯オザムシ掘りであぶ愚

当日関支部長は蔦真機を持参され越冬中のオサム;シを撮影きれF昆虫界｣f:VoI.、

17,Nn664の表紙を飾っている。同時にその日の採集記朧同誌Vol飛恥dS5;'19鯛の

誌上に発表されている岱羨だ｢採集と飼育」XVol",脆息ヮp腿鴎I9鍋脚逗も関支

部長は“オサムシの冬期採集”という蔦真入り記事を書いておられる‘最近出版

された“昆虫採集学,1991"の中霧冬期採集法の1;勺どじ癒農認朽篭本崩鯵法が

蔦真を入れて阿部芳久も直海俊一郎両博士が解説している｡k鰹蝿遡9”崎: “〃i;
． ’ ！ , ． ’ ． 。 白 ャ， ．, ‘ 〃 ． 、 ､ ， 』 二 ． '一才 ‘ざ も ， ． ．… ．､

･ ･ ＃ : , ‘‘-･ ｡､ t －5．－ t.： 『 ‘ ､ざ ．. ' . -_ " _雛』 ｡ ! ､ 』 ．､ 』., ‘･． ､ - F,． ､ ,

時局は日吻に険しくなって来た。昆虫採集巻ころ篭は無か裁彪夢筆者も第誇次

学徒出陣ということで中支戦線へ送られてしまうたぷ索国瀧達のオサムシ類､(特

にカブリ:モドキ類)"の豊庫であるな:為で全患知ら態か奇た｡:当時コガネムシ態調

査の中心としていた｡その頃米谷正司氏が確が稲”血i迩悪』のiWn揃鯨鋤ieiderG

-attungCarabus"を所有しておられご営慢でプ,し揖トを見趨で下意づ潅’踵もがき

あった記憶がある位で同時に関公一氏のお宅でタイ駿沙ガブリ彊催準鯉標本差

見せて頂いてそれに関する別刷を頂いだ程度の智議心が鐘かうだ｡;雀譲か堂;‘良

い機会にそのあたりのオサムシを調べ巻亀いった心構免謝懸か夢だがただ÷度強

烈な印象に残った事に出会ったことがあるO'作戦中架橋;聡筆者磯工兵隊)･作業で

河側の樹木を根こそぎ掘り倒すことをやつ定いた所樹種捗豹からなかっだが堯本

の樹の根元から数頭（確か6頭位だったと思う）美しいホサムシがかたま勺‘て出

て来た（季節は春先であったと思う1'g；場所は湖北省当陽で宣昌の蕊前‘二当時萱

昌は中支最前線一であった）。手に遇うで見た瞬間内地で見たご些働あるタイ

ワンカブリモドキを思い浮かべ恐らく'この種若くは近似種かと思ったのであるが

作戦中で標本にする余裕は無かつた｡現在の鰯見からすれば分布の上からエ】ﾀ:ズ

カブリモドキCoPtolabrUselySiiThOms川になると考えられるご;職かなか美し

いカブリモドキである。2ヶ年の中支ぐ!らしでカヅ咳:毛'脳キ腱お目にかかったの

はこの1回だけであった（もつども意識して注意してい錘がうだごとにもまる）。

さらに2ケ年ロシヤ､カザック共和国で抑留生活を送ったが雌処でも美しいオ

サムシ類に出会うことが出来た。抑留中約4続月>程煉瓦工場で作業に従事害せ;ら

れた｡その工場の側溝（煉瓦を乾燥させる場所で土の側溝）:に朝出かけてゆく!と

側溝の隅あたりに何頭がのオサムシを見ることが出来た｡;;i中に嘘著ミズを食べて

いるのも目撃した.､個体数はわりと多いのであるが種類が言種類であったのか何

種類もがいたのかその辺良くわからなかつ"た。い罰れもが凝醗き総い雄色彩蓬し
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て瞼霞内地穂経験睦総オサムシのよう猿渋味態ものでなく｣ ;x.gf-!大きき職内地鰯オ

サ,ムシと職ぽ同鯵位であっだ－#漁きれいだ裁デと感心し徳もの種ある｡〔い｜くらか

嫁採集膳でい握ので姦織が帰国準備のドサクサで標本を見失沙て:しま識て持うて

帰れ懇かつ鱈ので種②確定が出来ない｡I玉貫光一氏瀞図説(原色世界②甲虫， ､19

70)されたウリッ{秀オサ≦Garabusullerichis叩erb鵬K"atzに似て恥るよう

に思われるのだ競一‘ゞ報釿角窒度と行けない地におりながら全く採集もしなかっ

た雲;とが残念密仕方がない（誰もそんな瞳とが出来る環境では無かつ稔のではあ

るが→）。 、： 4℃ 』

=戦後になると関東地方でオサムシ熱がまづ盛りあがったのではないかと考へら

れる。京浜昆虫同好会のメンバーによる"オサムシ特集号” （19別,19m)の立派

な会誌が出版されている。東北地方には戦前から活躍しておられた山谷文仁氏が

中心となっで実に細か瞼調査を克明にやっておられその集大成が"東日本におけ

るマイマイカプ収の調査研究"ゞ＜草刈広一氏と共著､らふあえりす, 5j(1981,:

“東日本のオサムシ” （東日本オサムシ研究会,1989〕の力作となって出版され

ている｡: ,分類掌鋤面から見ると戦後逸早く中根猛彦博士が次々とその分類論文の

発表を始めら伽1962年には日本昆虫分類図説，第2集，第3部，鞘翅目・オサム

シ科の出版を見て（北隆館刊）オサムシ科の基礎的な分類をまとめられた。

石川良輔博士もこの類の分類を手がけられその後多くの分類学的論文を発表に

なられた。この類耀後翅②退化して移動が出来にくいことから山脈毎に相違があ

る嵯云っ鱈分類法職外観を学見して同じようであっても交尾器を詳しく見な;けれ

ばならないと云った別け方で今一つ良くわからない点もありアマチュア駒感覚で

見てはいけ趣いようである《他の甲虫の分類なども遺伝子によるとか雌生殖器の

構造による幾類と;か霧マチュアでは近より難い分類法がおこなわ鯉ている．それ

が学問の進歩と云免る鰯かど罰か誰もが簡単にわかるような分類が良いのではな

いかと思うが､:虫に聞曝篭みてくれと云いたい主うな分類になりつつあるような

気がして鞍らないの繕が－〉＜最近分子による分類解析の新手法でバッグはやつ：

ばりクマの仲間だったと云うようなこ･とが云われている－科学朝日， 602号， ；ず1

991－ 、太き態動物鞍のでこのような方法もとれるのであらう）。

石川良輔博士は199,1年に“オサムシを分ける錠と鍵” （､八坂書房）｡なる著書を

出版になっている。博士が北海道、房総半島など各地のオサムシ採集の状況を詳

しく書いてお参れる。関東ではオサムシ堀靭‘は関西より確率は高いようである（

金剛山でのド曹キョ駁オザ発見の経緯など面白い）鄙 ■

オサムシも北海道に聯議オオルリオサムシ塗かアイ票キンオサムシのような美

しいオサムシを数多く並べてその相違を検討登れた井村有希博士の研究（本職は

医者)同博士は屋醗以外睦悲最近次々とオサムシの研究論爽を発表#しておられる

（図説漫世界の重要昆虫:S"6-B,肋..132,1989,;1991)とかこれも美しい世界の‘オ
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ザムシ:シ')当ズで⑳図説を発表鱈癒礒紘だ拳塚尚利博士延瀞ち騒醤‘本職職躍考)：

（月刊むし、 1983-1989) 、 フランスのscienceE･Nat老捌版鋤篝譜蛎を蜘舵柵鰯

etlesoftheWorld''シリーズの中にも日本のオサムシを数多く含むオサムシの

図説が始めで登場じた側blj85199Wご二目i本鰯図鑑霧見慣れ握赫れわ鋤には大変

見劣りがするかなりヒドイ標本、解説で私達の感覚では理解し難い出版だとは思

うが－さらには1989年には手タリメアか吟爪イボハ蕊オザムツ属⑳総説n℃ j"CAV-

AZZUTI,P・Mdnografiadel,GenerePWOcems｡"01eoptera.6a"bi蝋鱗脱廊伽随i)"

という文献が出版されだ&'日本には縁鰯燕いオサムシだ懇有名であ肌標本鞍ど筆

者のような門外漢でも所有しているs』'遥勿文献も専悶外であるが当冊購愛しだ。

素晴らしい本である。著者憾球:鐸Iﾉﾝｱの画家でアマチゴアオサ賎ジコレクターと

のことであるが長年にわたりイボハダオサムシとつぎ合ってこの本をこしらえた。

蔦真も豊富だし生態、幼生期;:環境的嶌真電八つ篭いる6，，苑診ド職泰職瀧画家だ
けになかなか味のあるものである。英語の要約のある以外全文イタ'ノア語である。

個人出版のようであるがこんなことが幽来る人は幸鞍入癖ある!』中根博圭がいみ

じくも云われたように「甲虫の分類1巻大分し該￥？ー錐鍬正ンスに蔵うてきだ］(1

986)と云う傾向は大いにある。虫を楽しむとい都彪こ!とからお金持の道楽に芯り

つつあるようで淋しい気がしないでもない§ r，翠一 ： 咄

一方関西においては大阪市立自然史博物館の圖捕一勇氏達中心と惨だ←苧遊畿オ

サムシ研究グループ”それに“大和昆虫愛好会型』の鐵ジバー裕加わづ竃精力的に

近畿各地の主としてオサムシ堀珍的調査霧行なわれそれ,らの調査結果朧嘩大阪市

立自然史博物館研究報告， 25号, 1971"とか“同館収蔵資料目録第ll集，近畿地

方のオサムシ”にまとめられ世に紹介巻総た‘力､た箔こ卿電の資料がら見る限り兵

庫県下でのオサムシの分布調査結果はかなり不充分のように思われたの竃筆者は

戦前を想い出しつつ出来る限り県下各地を再びオサムシ掘りに集中して見た。勿

論1人でやる調査であるから近畿オサ公シグル壁勃”ように集団でやるよう姪わ

けにもゆかず今だにもつと調べて見稔い蝋点診多冬残じて聯る結果と獲るで跡る。

ただ一応のま.とめは“兵庫生物":に発表巻愁篭碩&､ている!(19禰ず19冠051981ﾂ。

これらの調査の中で印象に残っているのは大和昆虫愛好会連絡誌Loomis(伽．

36,1973)にヒントを得て牲用識の大撫幽火出掛けチュウ､ゴグク繊謬鎌排ザムシ

LeptocarabuskyushuenSiS. :nakatomii?4(:IShikaWa)" :を多く掘り出した遣と同時に

アキオサムシ0arabUSjapmicUschugOku'ensis!(Nakane:) ､瀞掘り秘巷だこ心、

美方郡浜坂町の宇部野神社の裏山語ダボゼ諺オサ識診犯諭鋤usMi曲か■獅識麺e)

を掘〃り出し稔建造など忘馳られ惣隙芯犬襟幽でホヅアオタロナガガ聯盤勤がいや

になる位崖崩しで出て来竃持奄冠荷萄濫炎型殺虫管5本に入りき鋭鐘著鐘参篭掘

るの蓬進めた思い鴎がある)一息 Y､ 、ご《 ､' 言い；妬: ､' …(:ドノ ~{ !, i $ ~";!割｡l : Ⅱい』二

＃兵庫県下のオサム諺の分布は未だ未調査地があるので充分暹感云えないが要－－．
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（最近但馬地方密永幡嘉之壌鰄精通的腫調査慈始めでお動蹴るので新し陸知見が
その内発表齢識織と潮綴し源&､る)ぜ; ■， : ”： … ､f - '- ; ' ､f;･ I' I - ｢〃M A ｢, ._.,

、 『 、､ '動了阜 >＃占い臭 》;：＃ I ; : : : ､》 r－ … ； ・ , {:､， ， ‘ ゞ 〉

鷺“まづ珍じい種とい霧が産鯉溌限られて知られでいる種は次②通り5種である。

“ ： ‐ ミ ゞ‐ ” ，重い実‘ｼ ■窪ズ｛ 富； : ; 』 ＝ ， : ､ ‘ 『 ． "; 4割｡、、 ‘ ．､‘ ＝ ‘

ゾクロカ鐸,陰画ホサムシ氾刎OSO剛rmaxmowicZi :1(Mo"witiz):弧』 : 』 ： ！ ； ': ′ 、

セ茨カオサムシ堂Hemicamabus:tubercu&osus (DejeanleホBoisduval). J,～“

:アキオサムシ可CarabunSjaPonimmschugiokuensi&(Mahaneル乗; ､ i $; : 1% ゞ ノ

ダイセ謬悲サ幽診G飯鋤鵬伽i雛座(Makane》 ． ；い “ ” ÷

チュウゴククロナガオサムシ≦L即如職rab鵬『蜘砿hn即諏sWkatOmi'1IShikaWa)

普通腱産する分布の広い種としては次の4種で癒る｡’

オオオサム’シC鐡鋤usdehaaniil肋釧daiI， 、 hO ｰ ”い、－： ﾄ ﾐ

：マヤサンオサムシCarabuSmaiyasa皿siBa"S｣ ;j ■ 別？ ｛ ( ﾝ; 《､ :』 ： :ﾄ‘ 。 ; ミ : ', M, "

;ヤコ謬諭サムシ個諏abUSy3Conin鵬,Bat磯”f： 〃、 ,脈川〆 , 、 p｡R m 、 ! :, 'ii .

マイマイカブリ DamasterblaptoidesKO皿剛： ： ； : 」尋､:ざ； ＝ 、

■ 《､セコンオサムシについては最近認亜種に別けられ簿翁奴| I-RioiS蹴撫wa&K.
／ ，、

Kubpt"1994=、■ ぅ‘鳥肌島根､↑,広島県我部に分布するsSP.maetai､1Shikawaに

兵庫県北部産鰯も鰯もふぐ表れるのが検討が必要簿ある｡1. ℃l･r ]

、 ．: ‘--f← j卜澱冒 ::童 ≦ :ﾙ ﾙ：! ; ‘ ’ J 『 ､ ,:z [4:･; ■

｡; ::分布から見でそれ程慶範囲に個体数多く晃られ憩い種としては沈の4種にな

るかと思う｡乳； 〆…≦ ‐ 〃 ・ ■ ‘ l,: #"~: ？”、 、 … i′

､エゾカタビロオサムシCampalita(chinensG､ '""by): 気‘ ､; “ －、 ’

最近神戸市内窓採集きれでいるが全般に減少して腰ると考えられる｡■ ｡，

ホソアオクロナガオサムシApO加即piteruSporreCttOO11iskamsaimSis ：

､& 二: ,” ご(Naka皿e)

産地がある程度限られてい#るがその産地で;は多浦鋤個体を産する。

"ク掴ナガオサムツ"jLeptOcara加s|procerulus(Gllaudoir)、” 。 ; ゞ §

オオクロナガオ銑ムシ､LeptocarabUSkumagaiiKpmiyaetKimUraJ"

前者は分布は広い繩個体数はそれ程多いと思はれ軽い醤神戸市の曲の街近くの

ものは体の細も､ものであったがこのあたりの産地は宅地Iこなって壊滅しているα

後者も個体数はそう多くないまうであ勤産地溢あ圭蛾知られていな婬鼓＝ 〆

以上が兵庫県におけるオサムシの分布のごく概略である。《雪の多い北海道あた

りではオサムシ掘りどいった採集方法は実際問題‘とも誼困難であり専らト量ツプ
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による採集方法を用いられているようてあるがあまりにも多くのトラップ設置で

山容改ると云ったいささかオーバな表現であるが眼にあまるような現象が現われ

ているとか（お隣の韓国でもあまりのトラップ設置で採集禁止措置がとられたと

か）採集マナーが地に落ちていることは事実のようである。

県下多紀郡下において香料によってオサムシ、ゴミムシ類誘引採集によってそ

こそこの結果をあげられた報告がある( 1960, 1961) ｡

筆者自身やったことはないが機会があればやってみたい方法である。

とりとめもないようなことを書いてきたが宝石のように美しいオサムシの採集

は無理とはいえ兵庫県下にもまだお目にかかったこともないオサムシがいないと

はいい切れず未調査地をを何んとか1ケ所でも探して見たい、掘って見たいと思っ

ている次第である。
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